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鹿児島大学水産学部

木造漁業練習船南星丸

奈良迫嘉一＊・米盛享*＊・皆元国**＊

TheWoodenFishery-training-ship‘‘NanseiMaru，,
oftheFacultyofFisheries,KagoshimaUniversity

YoshikazuNARAsAKo,TOruYoNEMoRIandKuniKAIMoTo

Abgtract

lnthispaper,thewritersdescribeonthegeneralconstruction,equipmentsandperfbImancesof
thewoodenFishery-training-ship“NanseiMaru，,，reconstructedunderthesupervisionofthe
CommitteeoftheConstructionPrQjectAdministrationattheFacultyofFisheries,Kagoshima

University，withthepurposeoftakingtheplaceｏｆｔｈｅ‘‘Shiroyama，，，thetrainingshipfairly
wornout・

SheiscompletedonMarch,２０，l967atYamakawaShipyard．
PrincipalParticulars

Length(overall）22.32ｍ
〃（registered）19.50ｍ

〃（p､ｐ,） １９．５４m

Breadth(mld.）4.60ｍ

Ｄｅｐｔｈ（〃） ２．３０m

GrossTonnage 44.56T

NetTonnage １６．０４T

DesignedLoadWaterLine
Meandraftatdeparture

SmallTrawler L666m

PoleandLine L662m

MainEngine：KubotaM6Dl6BZS

SingleActing4CycleSupercharged
DieselEnginewithNiigataConvertor

MGN-l30type

220ｐｓａｔｌｌＯＯｒｐｍｌｓｅｔ

Ａｕｘ・EnginewithGenerator：ｌｓｅｔ
Ｋｕｂｏｔａ２ＬＫＥ３５ｐｓａｔｌ８００ｒｐｍ

T6denHS-TKl5KVA220V

Propeller

ｌ３０ｍｄｉａ.×０．８２ｍｐｉｔｃｈ

３Blades,Solidtype

Max・SpeedonTria１９．７７Kt

NormalSpeed ８．５０Ｋｔ

ＦｉｓｈＨｏｌｄ ９．２４ｍ３

ＦｕｅｌＯｉｌＴａｎｋ ５．２８ｍ３

ＦｒｅｓｈＷａｔｅｒＴａｎｋＬ５４ｍ３

Ｃｏｍｐｌｅment：Ｃｒｅｗ ７

Cadet ９

Ｔｏｔａｌｌ６

ＫｅｅｌＬａｉｄｏｎｌ２ｔｈＤｅｃ・ｌ９６６

ＬａｕｎｃｈｅｄｏｎｌｌｔｈＭａｒ・l967

Completionon20thMar・’967
（Formally）

ｌＯｔｈＡｐｒ・’９６７

（Actually）

１．建造経過

本船は鹿児島大学水産学部漁業練習船しろやま（総屯(総屯数18.46t，昭和32年12月建造）の代

＊漁船工学研究室(LaboratoryofEngineeringofFishingVessel,FacultyofFisheries,Kagoshima
University）

＊＊漁業機械学研究室(LaboratoryofFishingMachinery,FacultyofFisheries,KagoshimaUniversity）
**＊漁船運用学研究室(LaboratoryofSeamanshipofFishingVessel,FacultyofFisheries,Kagoshima

University）
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船で文部，大蔵両当局並びに関係方面の御高配により昭和41年度新船建造費として総屯数４０

t，総額2000万円で建造が計画されたもので昭和41年10月入札の結果，山川造船鉄工株式会

社が落札，漁船協会の基本設計に基づき上記造船所で細部設計をすすめ昭和41年12月12日起

工，翌42年３月11日進水（船名は学部内公募に依り「南星丸」と命名)，途中蟻装工事も概

ね順調で３月20日（残工事，諸試験の都合で実質的には４月10日）に竣工引渡しを受けた．

所要経費の概要は次の通りである．即ち

総額22,436,000円

船体の部

船殻工事

船体織装

漁携設備

船体属具備品

計

機関の部

6,161,450円

1,360,450円

1,033,600円（油圧装置）

1,564,550円

10,120,050円

主機関工事5,456,000円

補機関工事1,403,400円

機関蟻装670,700円

機関部属具備品92,070円

計7,622,170円

電気の部

電気設備

無線設備

計

その他

ロ －フ ン

魚 群 探 知 機

救命艇

計

共通経費

788,290円

53,850円（移設費）

842,140円

６６０，０００円

870,000円

221,000円

1,751,000円

計2,100,640円

２．計画 概要

a）船体部関係本船の計画は学部内代船建造委員会で基本的な構想を次の如くまとめ基本

設計並びに入札に必要な図面（一般配置図，中央横断面図）及び仕様書作成方を漁船協会に

依頼し，建造に当っての細部設計はすべて落札造船所との協議に依る事にした．

（１）船型は小型巾着もできる漁船協会万能型とし，操業は小型巾着，小型底曳，底刺網，

棒受網，一本釣，瀬細等主として沿岸の網漁業に主眼を置く．

（２）船質は木質とするが上部構造中，甲板室，コンパニオン等指定箇所は鋼製とする．

（３）総屯数は約40t，乗組定員は船員７名，学生９名の計16名とする．
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（４）船速最大９ｋnotｓ

（５）操業区域及び根拠地

奄美群島近海（古仁屋，名瀬）

宇治群島〃（枕崎）

五島列島〃（富江）

（６）航海日数延べ約２週間

（７）入札対象は九州管区内造船所とする．

上記項目中問題となる点について更に説明を加えると．

（１）本学部漁業練習船として既に大型のかごしま丸でトロール漁業，中型の敬天丸で延細

漁業を専業として実習出来る事情にあるので，代船ではその何れでもやれなかった上述の

沿岸，網漁業に重点を置いたものである．

（２）近時民間漁船に於ては，小型船の鋼船化が企画される傾向にあるが本学部としては下

記の理由に依り船質を木船にした．即ちその第一は全排水量の中に占める船体重量の％

の点からみて総屯数70～80t辺を境にしてそれより大きい方は鋼船，小さい方は木船が軽

くなっている．本船の如く小型の割に漁携機械，航海計器，海洋観測器具等得てして船体

重量の増大と重心の上昇が懸念せられ，乾舷の取りにくい船では必要乾舷を保持し更に安

全性を高める意味で木船にせざるを得ない．尚船体重量を軽くする意味から軽金属構造或

いは合成樹脂(FRP)構造の船も当初考慮されたが単価が木船の場合の３～５倍で費用の

点からも問題にならず又現在日本では未だ実用的にも試験期の段階であるため将来の問題

として今回は断念せざるを得なかった．その第二は耐用年数の問題であって鋼船は一般に

１５年，木船は８年と云われ，日進月歩，新しい漁業練習船として常に時代の要請に適合し

た船体構造，蟻装が行えると云う意味では寧ろ耐用年数の短い木船を選んだ方が得策であ

ると云う考え方である．

（３）大学設置基準附属施設として別表第４練習船の部にこの種の船としては５０t級練習船

を適切なものとして定めているが今日水産資源の問題と関連して新しい沿岸漁業の振興，
こしき

体質改善の要望Iこ沿い，従来も周年屋久島，甑島,宇治群島は勿論,遠く奄美大島近海迄漁

業調杏研究をすすめて来ている．特に本学のように地域的に台風発生の頻度が高く又冬期

気象異変で突風発生も屡々みられる地方ではその‘性能も適切なものにする必要がある訳で

あるがそのためには従来の規模の僅か１８t級では当然限界があり，その上仮に乗組の現在

の定員を変更しないとしても昭和37年10月１日より省令施行された漁船船員の労働安全衛

生基準及び漁船船員の労働環境改善のための措置要綱にも違背する結果となり，ここに漸

く種々の予算難を克服して屯数も約４０ｔと定ったものである．

ｂ）機関部関係基本方針として省力化・危険防止の見地から，主機関の遠隔制御と漁携機

械の油圧化が打ち出された．

(1)主補機

種々 検討の結果，主機関の回転数を1000rpm以上とした．その理由は高速多気筒機関

が重量・容積及び振動等の点で有利であり，本質的に遠隔制御に向くからである．本格的

な高速機関（1800rpm以上）の採用も考えたが，使用燃料が軽油に限定される上に外国

製という難点があるために，国産の比較的高速機関の中から選ばれた．
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尚，主機で漁携用油圧ポンプと補助発電機を駆動する必要から定速運転が望ましく，操
業時の推進効率向上の目的とも併せて，可変ピッチプロペラの採用が真剣に討議されたが
経費の面で実現されなかった．

その為に油圧ポンプには可変容量型を希望したが，これも高価な為にＷ型歯車ポンプを
採用し，負荷範囲に応じた弁の開閉により連続使用に対処することとした．

雑用水ポンプも節約し，１台で洗牒水・活魚脆注排水及び船内各部ビノレヂ排出の多目的
用途を持たせるために，渦巻型自吸水式を電動機直結とした．発電機の価格を下げ，ス

ペースの節約をはかる目的で，補機には1800rpmの高速機関（Ａ重油使用）を採用して

直結した．試運転時は振動が激しく定格回転数に上げられない有様であったが，これは本
質的なものではなく，共通台板の剛性及び仕上精度の不足によるものであることを指摘し
て改良工事の結果，良好な成績が得られた．

このように，ベルト類及びカウンター装置の使用を極力排し，チェインや配管を可能な

限り床下に設置したことは，高速機関の採用と相まって室内を非常にゆとりのあるものに
し危険防止の目的も達せられた．

また，将来の保守面に於ける便を考慮して機関室頂部甲板は，主機を分解することなく
出し入れ出来る構造にしてあることを附記する．

(2)油圧装置

初期の計画では全船油圧化方式が予定されたが，計画の進行につれて油圧装置に対する配

分予算が極度に圧迫されて来たので再検討を余儀なくされた．そこで油圧化の長所短所を仔
細に分析した結果，機関室内機器に対する適用を一切除外することにした．その理由は
①機関室内は海水による濡損の危険が少ない．

②カウンター装置を必要とするので，すっきりした配置が困難で危険防止の見地からも
感心できない．

③油圧ポンプの負荷が広範に変化するので，歯車ポンプではその容量選定が困難．

④前項に関連して部分負荷時の効率低下．その結果作動油の発熱劣化，騒音の発生が懸
念される．

等マイナス面が多過ぎることにある．油圧駆動の長所は甲板機械，漁携機械においてこそ

最大限に発揮されるべきで，一部に推賞される全船油圧化方式はこの種漁船に於いては行き

過ぎであるとの反省の結果,大巾な経費削減が可能となり,機関室スペースの節約にも役立っ

た．漁携設備については船体部でふれたがそのうちの漁携機械について更に説明を加える．

先ず，漁携ウインチは機関室頂部甲板上両舷に各一基装備され，機側の手動操作弁により希

望通りの速度で正逆転が出来る.その容量を小型底曳網の操業条件によって決定したが,棒受

網その他の操業には勿論,揚錨,繋船,デリック捲揚等甲板機械的用途にも非常に便利である．

Ｖローラーはそのタイヤー空気圧を調節することにより，底刺網等の網漁業や，細漁業に

利用価値が多い．

このほかに，小型巾着網用のベビーホーラーや鮪延細用のラインホーラーの装備も予定さ

れ，これらはいづれも油圧駆動なので，ホース連結により簡単に交換出来るように，台座及

び操作弁が甲板上に用意してある．

(3)電機関係
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当初，全船油圧化を前提として主発電機容量を１０ＫVＡに計画した．このほか補助発電機

として旧船“しろやま，，よりＤＣ３ＫＷの移設が要請されていたので，両発電機を補機から

ベルト駆動せざるを得ない破目となり配置に苦慮した．そこで前述の油圧計画一部疲止の機

会に発電機関係も全面的な変更に踏み切った．即ち，①ポンプ類の駆動を油圧より電動直結

式に改める．従って主発電機の容量を１５ＫVＡに増して補機直結とするが，これによるコス

ト増加は僅少である．②整流器の進歩した今日，無理にＤＣ３ＫＷを移設することは意味が

なく，却って経費の増大をまねく．③その代り，ＡＣ３～５ＫVＡを主機駆動として航海中の

使用に当てる．の三点である．

このほか，本船で特に意を用いた点は①陸上より相当数の実験器具が持ち込まれると予想

されるので，電源容量は充分の余裕を見て決定し，船内各所に動力用，照明用のコンセント

を用意し，特に後部甲板には陸電箱を設けて受給電の便をはかる．

②居住性向上のため，可能な限り蛍光灯照明を採用し，電動通風機は各部屋において給排

気両用の操作が出来ること等である．

全長

長さ（漁船法）

〃（垂線間）

幅（型）

深さ（型）

計画満載吃水

底曳出港

１本釣出港

総屯数

純屯数

甲板下積量

3．主要項目

22.32ｍ

19.50ｍ

19.54ｍ

４．６０ｍ

２．３０ｍ

１．６６６ｍ

１．６６２ｍ

４４．５６ｔ

１６．０４ｔ

113.703,3

公試最大速力 ９．７７ｋtｓ

航海速力 ８．５０ｋtｓ

主機関２２０ｐｓ×1100rpm

推進器１．３０ｍｄｉａ．×０．８２ｍ

魚賄容積 ９．２４，３

*燃料油臆容積５．２８，３

*清水館容積 １．５４，３

（註）＊は５日間連続航海時の計算

乗組員数計 １６名

船員７名．学生９名

船籍港 鹿児島市

資格 第３種漁船

４．－般配置

本船は一般配置図の通り旧く《しろやま”と同じくサバはね釣の船型を選び船首楼を有する

一層甲板，船尾機関船であって奄美大島，宇治群島，五島近海において小型巾着網，小型底

引網，底刺網，棒受網，１本釣，さばおよびまぐろ延郷等の漁業に適するように配置し，学

生の漁業実習並びに海洋調査研究に適合するよう充分凌波性と復原性を考慮，前后のシヤー

も大きくして出来る限り大なる乾舷を保有するように計画された．本船はしるやまに比べて

屯数も一躍２．５倍となり船内容積もかなり余裕が出来た訳だが既述の通り乗組員16名の居室

の改善に最重点を置いたため，殆んど魚鎗，清水龍容積の大きさは旧船と変わらず寧ろ多少

減少気味であり，僅かに燃料油臆容積のみが約５割位増大した．船首より順次船首臆庫，魚

臆（４区画で中央後部区画は活魚鎗)，学生室，機関室，船員室並びに糧食庫を配置し，燃

油館は機関室内主機関の両側に配列してある．上甲板上船首楼は船具格納庫，甲板室は前部
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？◎ｇｏ

菱

より無線室，機関室口，賄室，便所を区画してある．尚船尾上甲板には舵取機格納所，応急

人力操舵ポンプ格納所を，更に無線室頂部甲板には操舵室兼船長室を設けてある．構造及び

設備については船舶安全法及びその付属規則，規程，木製漁船構造基準，漁船検査規則に適

合するよう設計された．即ち船殻を構造する用材については充分乾燥した木材を使用し特に

縦強力を保持すべき主要材には樫材を用い横強力に対応する肋骨及び梁には特選したしい材

及び樫材を使った．肋骨はすべて二材合せである．上記の外，木甲板，外板には赤味杉を使

用し，各材の固着と接手の固めには最善の努力をなした．尚後述のように機関は，本船の場

合船の大きさの割に高馬力であるので振動も出来るだけ少ないような高速機関を採用，又主

機関台も鋼製の頑丈なものとし前後，左右に可能な限り延長して強度の不連続を避けた．更

に外板，木甲板にはしっぴを使用して水密となした．操舵方式は手動油圧操舵機を使用，応

急人力操舵装置，油圧重力タンクを備えている．ブーム操作並びに揚錨，揚網用としてサイ

ドローラーを設け,油圧方式で何れも軽快なる操作が出来るようにした．魚脆は４区画,断熱

材として何れも５０ｍｍ厚のビニコルクを使用，漁獲物を水氷漬出来るよう完全な水密工事

を施したが特に中央後部のものは活魚鎗として使用するため甲板洗浄兼換水ポンプより配管

して脆口より海水をオーバーフローできる所謂三保造船式とした．従来県内鰹船の活魚鎗は

－麺一銭-61-.」皇と_一Ａｎ９１ＧｏｆＨｅｅＩｉｎＤｅ９ｒ…

Fig.６．CurveofStability
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５．漁拐設備

(1)底曳網漁業設備

○底曳網用ウインチ油圧式２台容量１t×60ｍ/ｍin×13.5ＰＳ

○〃ワーピングエンドドラム機関室頂部甲板両側

○〃操作ハンドル機関室囲壁の各舷で独立に操作可能

○〃コーダーローラー，竪ローラー

○船首，船尾鋼製枠（亜鉛めっき）付鋳鉄製ローラー（砲金製ブッシュ入り）

○スナッチブロック網および漁獲物捲揚リフト用鋼製ダブル180ｍｍ

○デリックブーム 鋼製０．５t×長５．５０ｍ

(2)延縄漁業設備

○ラインホーラー泉井式４号型（取外し式）

○まぐろ釣揚用ダビット船橋右舷ブルワーク（取外し式）

(3)底刺網漁業設備

○ベビーホーラー油圧式２個，容量３０ｍ/ｍin×3pｓ（未設）

○ＶローラーV20型（取外し式）

(4)棒受網漁業設備

○網置台はめ板式甲板室左舷囲壁とブルワーク間

(5)さば釣漁業設備

○集魚灯コンセント片舷３カ所

奈良迫・米盛・皆元：鹿児島大学水産学部木造漁業練習船南星丸

何れも船底に多くの換水口を設けた自然換水方式で船体構造上も問題があり，而も換水効果

自身も種々批判の残る現状ではこのような強制循環方式の採用は遅かれ早かれ本県に於ても

当然再検討さるべき点であって在来船との比較に於て今後の研究調査を企図したものである．

1６３

６．航海計器および観測装置

レーダー９R-151A型（古野電気）×１

磁気羅針儀（T-165）×１，基準磁気羅針儀（T-150）×１

魚群探知機（海上電気）B-2型，浅海200kc，深海１４kｃ
（200ｍｍａｘ.）（3000ｍｍａｘ.）

ローランＣ/Ａ型（日本無線）NCD-225/JNA-104

電動測深儀（鶴見精機）1500ｍ×2.2KＷ（未設）

7．救命装置

個
個
個
個
個
個

１
６
４
１
４
２

１

膨脹型救命筏乙種１９名用

救命胴衣

救 命浮環

自 己 点 火 灯

落下傘付信号

火せん



Fig.７．MachineryArrangementintheEnginｅＲｏｏｍ

鹿児島大学水産学部紀要第１６巻（1967）

Ｇ

＝

ー

遭難信号自動発信機

ポートFIS-1414'×4'10"×1'8〃（FRP製)，船外機（P-125G,５．５ＰＳ)付

個
隻

１
１

８．機動通風 装 置

0.75ＫＷ×１台，０．４０ＫＷ×１台

0.75ＫＷ×１台

居住区

機関室

９．機関設備

(1)主機

単動４サイクル過給ディーゼル機関

久保田鉄工（株）Ｍ６Ｄ１６ＢＺＳ型

気筒数６気筒径160ｍｍ行程220ｍｍ

220ＰＳ×1100rpm

(2)減速逆転機
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１

新穂コンバーター（株）ＭＧＮ－１３０型

減速比２．４８微速装置付

(3)推進器

ミカドプロペラー（株）３翼トルースト１体型

直径１．３０ｍ ピッチ０．８２ｍ 材質HBsCl

(4)発電機用補機

単動４サイクルディーゼル機関

久保田鉄工（株）２LKE型

~ノ

１個

１基

１基



個
個
個
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個

１
１
１
１
１

鹿児島大学水産学部紀要第16巻（1967）

１０．電機設備

(1)主発電機

防滴型他励式三相交流発電機

東京電機製造（株）HS-TK型

２２０Ｖ×１５ＫＶＡ×1800rpm

(2)補助発電機

防滴型自励式三相交流発電機

東京電機製造（株）ＨＳ－ＺＤ型

２２０Ｖ×３ＫＶＡ×1800rpm

(3)配電盤

防滴ライブフロント型

宮田電機工業（株）陸電及び蓄電池充放電装置付

(4)変圧器

乾式自冷防滴型

協立電気製作所（株）５ＫＶＡ

３ＫＶＡ

(5)蓄電池

船内予備電源用８Ｖ×160ＡＨ

無線用８Ｖ×200ＡＨ

(6 ) 無線電話ＳＳＢ送受信機

気筒数 ２ 気 筒 径 １ １ ５ ｍ ｍ

３５ＰＳ×1800rpm

(5)主空気圧縮機

久保田鉄工（株）KC-2A型

4.5,3/ｈ×３０kg/cm2×1000rpm

(6)雑用水ポンプ

自吸水型渦巻式２．２ＫＷ電動機直結

北川工業（株）SP-H-50BM型

0.23,3/ｍｉｎ×２２ｍ

(7)機関室諸タンク類

燃料油重力槽

軽油槽

潤滑油槽

タービン油(油圧機用)槽

雑用油槽

行程１５０ｍｍ

１基

2.5PSディーゼル直結

１基
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㎡
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歯車式中圧型（主機駆動）

内田油圧機器工業（株）GH5-63W型

漁携ウインチ

油圧モーター内田油圧機器工業（株）

減速機吉田実業（株）

Ｖローラー

吉田実業（株）V20型

120ｋｇ×４０ｍ/ｍｉｎ油圧駆動

1000ｋｇ×６０ｍ/ｍｉｎ

ＧＭ５－８０型

５型

１基

２基

１基

１ ２ ． 傾 斜 試 験 成績

試験施行期日昭和42年４月５日

試験施行場所山川造船所沖

天候晴

海水比重１．０２５

海上の状態平穏

1）試験状態

船首吃水標に於ける吃水 ｄ‘(、） ０．７２８

中央吃水標に於ける吃水 ‘亜(、）

船尾吃水標に於ける吃水 ‘α(、） ２．３５０

船首部に於ける吃水の修正量４m'(、） ０．０６９

船首部に於ける吃水 ＪノーCZs-4d/(、）０．６５９

．鰯＝‘'麦‘｡(､）Ｌ505平均吃水

計画外１．１９１

トリム Ｔ＝。＠一団ノ(、）1.691

中央部に於ける榛み ６＝〔Ｚｍ－Ｊｍ(、）

榛みに対する修正を行なった平均吃水（、）団祁8＝αm＋3/４６－

Ｊｍ８に対する排水量 凧,’(t） ６８．０１

mm８に対する浮面心の前後距離亜Ｆ(、） Ａ０．５１

Ｊ､８に対する毎糎排水トン数 ＴＰＣ(t） ０．７１２

トリムに対する排水量の修正量４凧＝亜Ｆ､ＴＰＣ･'００(t）1.862Ｌ

トリムに対する修正を行った排水量凧＝〃;"＋４凧(t）69.872

凧に対する相当吃水 。(、） １．５３０

〃=器(t）６９８７２傾斜試験時の排水量

2）試験成績

移動重量物の種類セメントブロック，移動のモーメント

移動重量物の重量”(t）0.12,前部下げ振りの長さ

移動距離γ(、）３．８０，後部下げ振りの長さ

"γ(t一ｍ）

Z,(、）

Z2(、）

0.456

1.662

1.300

1６７



ｔａ ｎ８0.01212０．

平均のtan80.012615

G．〃=鑑,(､）0456/Q881＝Q518
3）重心位置

重心の見掛けの上昇GG｡=￥(､）
横メタセンター高さＧＭ＝ＣＯＭ＋ＧＧｏ(、）

ｄに対する横メタセンターの垂直位置ＫＭ(、）

重心の垂直位置ＫＧ(、）

ＭＴＣ(t一ｍ）

浮心と重心との前後距離ＢＧ＝ＭＴＣ×100×Ｔ（、）：
〃

αに対する浮心の前後位置、Ｂ(、）Ａｌ

重 心 の 前 後 位 置 亜 Ｇ(、）Ａ

動揺周期,５．９２sec、

4）軽荷状態

項目重量亜Ｇ(、）モーメント(ｔ－ｍ）

（Ｔ）前部後部前部後部

傾斜試験時６９．８７２１．５０８105.367

卸すべきもの-2.840７．０５

搭載すべきもの１．５７０4.451

軽荷状態６８．６０２１．５７４107.966

鹿児島大学水産学部紀要第１６巻（1967）

0.01311

移動重量物

左舷右舷

○ 鯵

○鯵

○鯵

○織

○ 鯵

前部

下げ振り読み

447.0

426.0

447.3

467.1

448.6

後部

下げ振り読み

460.2

444.8

460.0

479.5

461.4

数
１
２
３
４
５
均

回
平

差 差

21.0

21.3

19.8

18.5

20.15

15.4

15.2

19.5

18.1

17.05

０．５１８

２．４００

１．８８２

０．７４５

(、）1.274

Ａ０．２３４

Ａ１．５０８

６８．６０２

１．５２０

２．４１０

１．８７６

０．５３４

Ａ０．２３０

〃（t）

Jｗ（、）

ＫＭ(、）

ＫＧ（、）

ＧＭ(、）

ｍＢ（、）

168

1.876

モーメント

（ｔ－ｍ）

131.499

７．１５７

４．３４２

128.684

肥
伽
棚１

●

亜Ｇ（、） Ａ１．５７４

ＨＢＣ(、） １．３４４

ＭＴＣ(t一ｍ） ０．７４０

ﾄﾘﾑT=刀濡三岳0(､)Ⅷ
亜Ｆ(、） Ａ０．５２５

１鯛；妻



1.60

0.01

0.03

0.15

0.45

0.４２

２．００
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1．６０１．６０

０．１３０．０５

０．０３０．０３

１．５４０．６２

４．５４１．８２

０．７００．５９

０．１３０．１３

０．２０

２．００

２．０５

７．８５

０．３６００．３６０

１３．重心トリム計算

TablelSummaryofCalculationsofCentreofGravityandTrim

Ｏ
ｌ
３
５
５
２
３

６
０
０
１
４
４
１

●
●
●
●
●
●
●

１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

1．６０

０．１３

０．０３

１．５４

４．５４

０．７０

２．００
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０
２
２
０
２
０
５
１
１
９
５
４
２
０
１
７
２
５
５
８
２
７
１
３
０

茄
帥
陥
髄
別
帥
師
帥
饗
伽
茄
別
闘
刈
田
兜
肥
田
朗
釦
茄
田
沼
帥
帥
兜

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●

０
８
９
１
２
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
２
１
１
６
０
０
０
０
０
０

１
６
７
２

Ａ
Ａ
Ａ

'一§型型！幽些Ｌ－ｌ１些哩聖一

２
２
４
１
０
２
８
３
５
３
２
５
６
８
６
９
３
３
３
５
３
３
８
２

冊
帥
髄
的
羽
駆
朋
稲
拓
引
幻
創
髄
刈
腿
岨
羽
印
旧
侮
師
闘
刃
卯
氾
別

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
８
１
１
２
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
２
１
１
６
０
０
０
０
０
０

１
６
８
２

Ａ
Ａ
Ａ

Cond伽lLigh‘Lo塾dlD…roL…Ａｒ伽llDep…L…Arrival

羽
伽
棚
川
捌
棚
剛
醐
柵
州
恥
川
棚
湘
剛
剛
柵
倣
側
把
馴
棚
剛
Ⅷ
剛
醐

３
８
１
１
２
０
０
１
０
１
０
１
０
０
０
０
２
１
１
６
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
６
８
２

Ａ
Ａ
Ａ

０
２
２
０
８
０
０
８
０
０
０
０
５
８
５
７
４
６
７
６
７
６
５
１
９

拓
賜
皿
印
加
刃
犯
弱
卯
朋
侶
弱
肥
別
髄
別
冊
乃
茄
閲
刃
犯
釘
団
刃
帥
帥
叫

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
Ｍ
冊
腿
’
２
０
０
１
０
１
０
１
０
０
０
０
２
１
１
６
０
０
０
０
０
０

２

Ａ
Ａ
Ａ

２
０
０
０
５
６
４
４
０
４
５
６
０
４
９
７
５
０
８
５
０
２
２
８

０

魂
牡
個
刃
印
弱
印
別
別
塊
Ⅶ
刈
刷
弱
佃
刈
α
別
刷
乃
朋
刃
皿

６８
〃
Ｌ
２
Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｌ
０
０
０
０
２
Ｌ
Ｌ
ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

６
２

Ａ
Ａ
Ａ

０
２
２
０
２
０
０
２
０
６
２
４
２
６
５
５
５
０
０
２
３
５
３
３
３
５

１
０
１
９
３
５
９
０
３
７
７
０
５
４
２
６
５
６
９
４
７
３
９
０
０
５

６
６
２
６
３
６
８
９
４
１
２
９
６
７
８
９
３
６
３
・
５
６
７
９
８
９

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
６
．
．
．
．
．
．

２
８
１
１
２
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
２
１
１
０
０
０
０
０
０

１
６
８
２

Ａ
Ａ
Ａ

０
５
３
２
２
９
０

６
０
０
６
８
５
０

●
●
●
●
●
●
●

１
Ｏ
Ｏ
０
１
０
２

１１．００

６８．６０２

７９．６０２

１．６６８

２．３４０

２０．７７０

０．８７７

１．８６６

０．４７４

Ａ０．８１３

Ａ０．２６５

０．５４８

Ａ０．６３７

０．７４２

０．８１５

１．１３３

２．１６８

１．６５１

１．０３５

６．３２

０．５７０

０．６３３

０．７８８

０．９０２

０．７８７

０．９６４

5.540

0.360

5.540

0.360

1．００

２．０５

７．８５

０．３６０



全1.616ｍ

65.62t，

５．２５ｍ2，

０．８８２，

０．５３７，

０．６０７，
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トリム

14．海上公試運転成績

1．一般事項

施行年月日 昭和42年３月19日

施行場所児ケ水湾沖

出港時刻 ８ｈ５５ｍｉｎ

帰港時刻 １３ｈ４０ｍｉｎ

天 候晴

風向及風速３．０ｍ/sec・

海 上 の状態平穏

潮汐満潮時１１ｈ５０ｍｉｎ

干潮時６ｈ２７ｍｉｎ

海水温度１５℃

海水比重１．０２５

進水後経過日数９日

2．船体部主要項目

ＬＢＰ19.50ｍ，ＢＭＬＤ４､６０ｍ，DMLＤ２．３０ｍ

出港時

吃船首0.700ｍ 0.634ｍ（註)-66ｍｍ

船尾室淵器2250ｍ
水平均1.442ｍ

170

(1)速力試験

施行場所

開始時刻

標柱間距離

風向及風速

外1.116ｍ

Ｃｗ Ｏ､７７４

Ｔ・Ｐ.Ｃ、0.700ｔ

量
ｍ
ｍ
ｂ
ｐ

水
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

排

Ｗ､Ｓ､Ａ、１０２．０，２

推進器深度率（I/D）108％
（註）Ｉ＝1.407ｍ

Ｄ＝1.300ｍ

児ケ水湾沖

9ｈ２５ｍｉｎ、

2230ｍ（長崎鼻一開聞）

3.0ｍ/sec、
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９
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亜
Ｃ
Ｃ
ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
亜
皿
皿
皿
皿
ｍ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

毎
ｓ
α
ａ
庁
ら
画
ロ
グ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

，
咋
恥

’
咋
恥

○
昨
晩
○
卜
恥
し
風
し
恥
Ｌ
恥
し
恥

Ｅｎｇｉｎｅｒｐｍ

Ｌ.Ｏ･pressure
L､○.ｔｅｍｐ・ｅｎｇｉｎｅｉｎ

Ｌ.Ｏ･ｔｅｍｐ・engineout

S.Ｗ・pressure
S.Ｗ・ｔｅｍｐ・ｅｎｇｉｎｅｉｎ
Ｓ.Ｗ・ｔｅｍｐ・Ｎｏ．ｌｃｙｌ・ｏｕｔ

Ｓ.Ｗ・ｔｅｍｐ・No.２ｃｙＬｏｕｔ
Ｓ.Ｗ・ｔｅｍｐ・No.３cyl・ｏｕｔ
Ｓ.Ｗ・ｔｅｍｐ・No.４cyl・ｏｕｔ
Ｓ.Ｗ・ｔｅｍｐ・No.５cyl・ｏｕｔ
Ｓ.Ｗ,ｔｅｍｐ・No.６ｃｙＬｏｕｔ

Ｅｘｈ･ｇａｓｔｅｍｐ・Ｎｏ．ｌｃｙｌ・ｏｕｔ
Ｅｘｈ・ｇａｓｔｅｍｐ・Ｎｏ．２ｃｙｌ・ｏｕｔ

Ｅｘｈ､９ａｓｔｅｍｐ･No.３ｃｙＬｏｕｔ
Ｅｘｈ･ｇａｓｔｅｍｐ､No.４ｃｙＬｏｕｔ

Ｅｘｈ・ｇａｓｔｅｍｐ・No.５cyl・ｏｕｔ
Ｅｘｈ・ｇａｓｔｅｍｐ・No.６ｃｙＬｏｕｔ
Ｍａｘ・pressureinNo・ｌｃｙｌ・
Max・pressureinNo､２cyl･
Ｍａｘ・pressureinNo､３cyl・
Max・PressureinNo､４ｃｙｌ・

Ｍａｘ・pressureinNo､５cyl・

Max､pressureinNo､６cyl．

推進器

回転数
(rpm）

２７９

２７９

２７９

見掛出回 潮

力 数流

風向
及

風速
(ｍ/sec）

入標

時刻
(h-min）

９－２５

９－３３

標柱間

所要時間
(min-sec）

２３．２

２３．８

速力
（knot）

船体推進器

△;Ｖ３ Ｖ
’
一
伽

Ｂ､Ｈ､Ｐ

ｌ＞←し←4.510-36

4/４２ぐ←＜←2.010-44

平 均

Ｂ､Ｈ・Ｐ
失脚率
（％）

6．２

６．０３

６．１１５

|僻距離’

し
|跳恥Ⅷ

１

１/４２

平均 7.412 1７．４

1７．３

9-37

9-40

1８．０

１８．０

8．００

８．００

８．００

３５２

３５２

９．３５１３５２

１

１/２２

平均 1４．４

８．９７３４５７

１０．５６７４５７

９．７７０１２．１４１４５７

8-03.1

6-50.2

０
７
８
４
５
５
２
４
２
２
２
４
０
０
５
０
５
５
９
９
０
９
０
０

０
．
３
５
７
１
３
３
３
３
３
３
９
９
９
９
９
９
５
５
６
５
６
６

１
２
、
３
３
３
３
３
３

１

０

8.406４０３

９．６８７４０３

９．０４７１０．７０６４０３

ｌＰ←→＜5.010-04

3/４２ぐ←→＜2.510-16

平均

０
７
４
７
５
５
９
２
９
０
０
２
０
５
０
０
０
０
８
８
９
７
０
９

０
．
３
４
６
１
２
３
２
３
３
３
２
２
３
３
３
３
５
５
５
５
６
５

０
２
、
３
３
３
３
３
３

１

０

9.5

ｌ＞←Ｐ←5.211-07

11/1０２＜←＜←4.211-19

平均

8－３１．０

６－３５

8.483 ４４３

４４３

７６９４４３

Ｌｏａｄ

1０．９７４

9．７２９１１

５
６
０
７
５
５
４
５
３
４
４
６
５
０
０
５
５
５
２
２
２
２
３
１

３
．
４
５
７
１
３
３
３
３
３
３
０
１
２
１
１
１
６
６
６
６
６
６

１
２
・
４
４
４
４
４
４

１

０

３
７
２
２
５
５
８
９
８
７
７
０
０
０
５
５
０
５

７
．
３
４
５
１
２
２
２
２
２
３
５
６
５
５
６
５

８
２
．
２
２
２
２
２
２

０

1/４１/２３/４４/４

693

1０５

１０５

１０５

Table2Enginerunningrecordintheｓｅａｔｒｉａｌ

11/1０

微
速

4.542

4.043

4.293

ｌぐ←→Ｐ

２Ｐ←→ｑ

平均 (流木法による）
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最大傾斜角
（o）

９

１３

０２５５０７５１ ００１１０％

Ｌｏａｄｉｎｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ

Ｆｉｇ､９．PerfbrmanceCurvesofShopTrialfbrM6Dl6BZSEngine．

(2)操舵試験

施行場所山川港沖

開始時刻１１ｈ５５ｍｉｎ

風向及風速３．０ｍ/seｃ

機力操舵発令時速力約9.5knot

舵面積（Ａ）1.388ｍ2，平均吃水（d）1.442ｍ

垂線間長（LBp）１９．５０，， Ａ/(LBp)×ｄｌ/20.26

所要時間

機左舷・舵中央・右舷（舵輪）実際舵角
（sec）（｡）

力 ０o→３５。６．８３５

３５。一一３５Ｃｌ1.0３５

操３５．→０．４．０

舵３５。←０。７．８３５
３５。－＞３５。１０．０３５

０o←３５。４．１

（註）操舵最高油圧２５kg/cｍ２

１０

１１
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(4)

旋回力試験

施行場所小根占崎沖舵面積

開始時間１２ｈ３０ｍｉｎ 垂線間長

風向及風速5.0ｍ/seｃ 平均吃水

主機出力４/４，３/４Ａ/LBp×

推進器回転数443,403rpm 舵角

右 旋 回

旋回 角度 所要時間所要時間
（min-sec）（min-sec）

０。３/４（舵角15｡）４/４（舵角35｡）

１５。９７

３ ０ ｏｌ８９

６０。３０１３

９ ０。３９１６

120。４７２４

150。５３３２

1 80。６０４０

210。１－１１４３

240。１－２７４７

270。１－５１４９

300。２－２１５１

330。２－５０５３

360。３－１３５５

(3)

１．３８８，２

19.50ｍ

1.442ｍ

ｌ/20.26

３５o,１５ｏ

左旗

所要時間
（min-sec）

3/４（舵角15｡）

９

１９

３５

４７

５１

１－０３

１－０９

１－１４

１－２０

１－３４

１－５０

２－１１

２－３１

舵面積（Ａ）

垂線間長（LBP）

平均吃水（d）

A/LBP×ｄ

舵角

回

所要時間
（min-sec）

4/４（舵角35｡）

５

８

１２

１６

１９

２１

２４

２９

４２

５３

１－０３

１－１１

１－１７

惰
力

発
船

施行場所山川港沖，後進時推進器回転数376rpm

開始時刻１１h55min，推進力停止方法油圧式

風向及風速３．０ｍ/sec，推進力逆転方法〃

発令時主機出力及推進器回転数４/4×443rpm

(knot）

９．５

２．０

4/4(9.5knot）

１ﾉー17〃

約５０

3/４(9.0knot）

２'-31〃

９１．２

８８．７

６。

4/4(9.5knot）

５５〃

約４０

2－３３

発令時速力３/4(9.0knot）

操舵所要時間３'-13〃

岐大縦距（、）９３．０

最大横距（、）９１．２

最大傾斜角６．

．惰力・前後進力試験

8０
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時刻
(min-sec）

令
速 296.7

力移動距離
（、）

速所要時間
(min-sec）
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Ｐｏｒｔｌ５。

ＴｕｒｎｉｎｇＴｅｓｔ

（熟LoadRudderAnglel5.）
Ｓｔａｒｂｏａｒｄｌ５。

0０ ５０ ０ ０ ５０

Ｔｒａｎｓｆｅｒ（Ｍ）
一－－一一一一

Ｆi9.lOTurningCircle

前進中後進発令

主機停止

主機後進始動８．４

別船体停止１－１１

後後進速力整定１－５０

進後進中前進発令

力圭機鴬j墓冶蓋
船体停止２１〃（23"）

前進速力整定１－２５

(5)諸試験成績

ｉ）活魚脆，脹水及び排水試験

脹水・排水所要時間活魚脆容積

脹水７min21sec、 ２，３

排水８min36sec、 ２ｍ３

ｉｉ）漁携試験（底曳網漁業）

荷重主機ウインチ
回転数回転数

ｋｇｒｐｍｒｐｍ

左舷１ ２００１１００８５

ｋｇｒｐｍｒｐｍ
右舷１ ２００１１００７０

140.7

３５．５

18.01

173.5

ポンプ圧力

0.93kg/cｍ2

0.93kg/cｍ２

捲上時
圧力

ｋg/cm2
135～140

ｋｇ/cm2
135～140

捲下時
圧力

ｋg/cｍ２
３５～４５

ｋｇ/cｍ２
３５～4５

1００

Ｉ
1００

捲上速度

、/ｍiｎ
４６．８５

ｍ/ｍiｎ
５７．６５
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２
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日
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『
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叫
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）
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。
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阿
一
ｍ
一
口
、
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仁
仁
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唾iｌ

３００

２００

1００

００

0Ｆ１０２０３０４０５０１４０″１０２０３０４０５０２もO"１０２０３０４０

Ｔｉｍｅｉｎｓｅｃ
－ 一

Ｆｉｇ．１１．InertiaTest

ブーム上下角捲上時圧力

４０。 ７０kg/cｍ２

４０． ７０kg/ｃｍ２
アウトリーチ約1.50ｍ

０
１
２
３
４

－
一
一
一

０
９
８
７
６
５
４
３
２

１

１０"２０３０４０５０１二d１０２０３０４０５００'′１０２０３０４０５０．１皇０１０２０
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ＴｉｍｅｉｎＳｅｃＴ ｉｍｅｉｎＳｅ ｃ一
一一

Ｆｉｇ．１２．AsternandAheadTrial

iii）ブーム荷重試験

荷重

左舷６００ｋｇ

右舷６００ｋｇ
（註）

船体傾斜角

５o～4。

９｡～5。

3０

一
④
の
ロ
④
⑭
◎
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』
⑭
一

－
－
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●
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iv）投揚錨試験

荷重捲上時圧力

左舷600ｋｇ１１０～120kg/ｃｍ２

右舷600ｋｇ１１０～120kg/ｃｍ２
（註）漁携試験及び投揚錨試験の荷重は表示の荷重を没水せるもの．

１５．試験航海

本船引渡後もわれわれ関係者による各種‘性能試験を鹿児島湾内で実施したあと，昭和42年

５月７日より10日間にわたる試験航海を行なった．

コースは，鹿児島一大阪一多度津一宿毛一士々呂一鹿児島で，全航程935浬，航走時間110

時間，平均航海速力８．５節であった．

往航は土佐沖経由であったため相当に時化られたが，凌波性もよく動揺も適度で，復元力

にも充分の余裕があるように思われた．

瀬戸内海の各狭水道通過の際も，旋回力その他操縦性能には何等心配はなく，船体振動も

少なくて‘快適であった．

一方，機関の方は，処女航海らしく大事をとって終始1000rpm（3/4負荷）で運転したが，

特別な故障もなく，むしろ物足りない感じであった．推進器が幾分軽い感じであるから，将

来は８５％負荷(1050rpm）程度で使用した方がよいと思われる．

各地の出入港には主機遠隔操縦装置がその便利さを遺憾なく発揮し，宿毛沖におけるプラ

ンクトンネット曳航には微速装置を使用して大変好評であった．

３ＫVＡ補助発電機は航海中使用により補機を休止させ得て重宝であった．多少のレーシ

ングがあっても電源の変動が感じられなかったが，容量が少し不足する点は残念であった．

即ち夜間は全部の通風機の運転が不可能と云うわけであるが，夏期を除けば問題は少ないと

思われる．電動通風機については，風量は充分であるが，騒音が難点である．

油圧機械に関しては，漁携ウインチを出入港に使ったのみであるが問題はなかった．ただ

主機と油圧ポンプを断続するクラッチが，構造的に粗雑である点が指摘される．居住設備で

不便に感じた点は，先ず賄室と便所の給水装置の貧弱さである．現状では学生の乗船中は大

変な混雑になるので，少なくとも海水だけでも電動ポンプにする必要がある．小型自動ポン

プ（家庭用井戸ポンプの程度で充分）を設備して，洗漉水タンクを常時満水にする方法が望

ましい．

また，後部船員室・操舵室・無線室が少し狭院な印象を受けるなど細部にわたってなお不

満な点もあるが，屯数や経費の制限が厳しかった点を考えると，致し方のないことであろう．

要するに，期待通りの性能面の優秀さがこの航海によって立証されたものと考えられる．

１６．むすび

試運転並びに試験航海の結果等から総合すると略々計画通りの優秀な性能を持ち得たもの

と考えられる．これひとえに漁船協会はじめ造船所並びに関係各位の格別な御尽力の賜物で

あって衷心より感謝する次第である．特に水産庁漁船課福岡分室松浦之弘検査官，九州海運

局鹿児島支局浦壁三郎検査長には公私両面に亘って種々御指導と御配慮を戴いた．更に学部
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では高橋琴一船長を始めとして南星丸乗組員が本船の計画の当初から工事完成，最後に試験

航海迄積極的に協力された．建造に携わったものとして深く謝意を表する次第である．

筆者等は本船が今後，学部教職員，学生にとって教育，研究上の重要施設として旧船以上

に一層愛用されることを期待して止まない．



ＰｌａｔｅＩ

TheWoodenFishery-training-ship‘‘NanseiMaru，，oftheFacultyof
Fisheries,KagoshimaUniversity．

ＰlateⅢ

a・MainenginecontrolstandintheWheelhouse．
ｂ・Cadetroom．

c・The220ps/llOOrpmKubotaM6D16BZSengine．
ｄ・Anunitofoilhydraulicdrivenwinchandcontrolvalve．
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